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災害と文化財の記録
ー1945 年以降の国内外事例ー

年 月日 災害名
（文化財に大きな被害があったものを抽出） 被害状況および文化財関係の状況・対応

1945 第二次世界大戦終戦 空襲により水戸城、名古屋城、大垣城、和歌山城、岡山城、
福山城、広島城、首里城などが焼失・倒壊。206 棟の国宝
建造物が指定解除。
世界でも各地の歴史的建造物の破壊、多数の文化財の破壊・
盗難被害が起こる。

1946 11/4 国連教育科学文化機関（UNESCO）設立

1949 1/26 法隆寺金堂壁画焼損 金堂壁画焼損。模写事業続行中、暖房器具から出火。

2/27 松山城焼失 松山城本丸入り口付近のたき火から引火し、国宝の筒井門
など 3 棟が焼失。

1950 2/12 長楽寺本堂焼失 千葉県印旛群大森町にある国宝長楽寺観音堂にて火災が発
生、焼失。

5/30 文化財保護法　制定

7/2 金閣寺放火事件 国宝 舎利殿、国宝 足利義光像 他、焼失。金閣寺徒弟僧に
よる放火。

1954 5/14 武力紛争の際の文化財の保護に関す
る条約（ハーグ条約）　採択

第二次世界大戦の文化財被害を受け、ユネスコによって採
択。

1959 9/26 伊勢湾台風 紀伊半島から東海地方を中心にほぼ全国にわたって甚大な
被害をもたらし、明治以降の日本における台風の災害史上
最悪の惨事となった。
1961 年の災害対策基本法制定の契機となる。

1960 5/24 チリ地震【チリ】（M9.5） 北海道、三陸を津波が襲う。
★岩手県陸前高田市の松原復旧工事対策本部が置かれ、1
か月後に復旧。

1964 ヴェニス憲章　発布 記念建造物及び遺跡の保全と修復のための国際憲章

国際記念物遺跡会議（ICOMOS）
設立

ヴェニス憲章の精神を実現するために国際的な組織が
設立

1966 11/4 フィレンツェ　アルノ川大洪水
【イタリア】

フィレンツェ国立中央図書館、サンタ・クローチェ教会、
ウフィッツィ美術館等で被害。
★世界中からのボランティアが集結。Mud Angels（泥の天使）
と呼ばれる。国際的な修復支援活動が開始される。

1970 カンボジア内戦【カンボジア】
（～ 1993 年）

1992 年にアンコールワット（カンボジア）が世界遺産に登
録されると同時に内戦による危機のため、危機遺産に加え
られる（2004 年に解除）。
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1976 5/6 フリウリ地震【イタリア】（M6.1）被害が大きかったジェモーナ・デル・フリウリでは、11 世
紀から造られてきた石造りの古い街並みが倒壊。余震によ
るものも含め 8 割の建物が全壊、半壊して圧死者が相次い
だ。

1993 8/6 平成 5 年８月豪雨 鹿児島市内、鹿児島市周辺に 100 年に 1 度と言われる豪雨。
長年市民に親しまれてきた甲突川にかかる五石橋のうち新
上橋と武之橋が流失。県内最古の石橋といわれてきた実方
太鼓橋も流失。

1995 1/17 平成 7 年兵庫県南部地震／
阪神・淡路大震災（M7.3）

指定物件だけでも 143 件が被災。重要文化財・旧神戸居留
地 15 番館、重要伝統的建造物群保存地区、神戸の「異人館
街」など建造物に顕著な被害。
★文化庁主導で阪神・淡路大震災被災文化財等救援委員会
設置。
★初の文化財レスキュー事業実施。
★多くの市民がボランティア活動に従事。日本におけるボ
ランティア元年と言われる。

2/4 歴史資料保全情報ネットワーク　設立

文化財保存修復学会　設立 1933 年設立の古美術保存協議会から発展した古文化財科
学研究会を前身とする。

1998 9/20 ～
9/23

平成 10 年台風 7 号・8 号 和歌山に上陸し大阪・奈良を通過。兵庫、滋賀、和歌山県、
大阪府など関西各地の文化財に甚大な被害をもたらす。
室生寺五重塔、春日大社などが倒木により被害を受ける。
その他霊山寺、法隆寺、薬師寺など県内の国指定建造物の
25％が被災。京都二条城も被災。

9/23 ～
9/25

平成 10 年 9 月豪雨
／高知豪雨災害

高知県で記録的な大雨。高知県立美術館が 1 階床上浸水し、
収蔵品 108 点が冠水。
★全国美術館会議が会員を派遣。応急処置及び復旧活動に
あたる。

1999 9/21 集集地震【台湾】（M7.6 ） 歴史的建造物の倒壊、博物館・美術館所蔵品の破損。
★文化財保存修復学会が調査・支援。

2000 6 月～
12 月

三宅島噴火災害 国・都指定文化財は、噴火活動が本格化し始める前に島外
へ移送するなどの対応が取られた一方、史跡などは火山噴
出物や泥流による被害を受けた。

10/6 平成 12 年鳥取県西部地震（M7.3）鳥取県を中心に家屋倒壊などの被害。液状化、地盤沈下も
発生。国・県・市町村指定文化財 38 件、その他 11 件が被災。

2001 3/1 NPO 法人文化財保存支援機構　設立

3/10 タリバンによるバーミヤン石窟
爆破【アフガニスタン】

バーミヤン谷の 2 体の仏像が爆破される。

3/24 平成 13 年芸予地震（M6.7） 広島県、愛媛県を中心に被害を受けた。文化財等 23 件、社
会教育・体育・文化施設等 208 施設が被災。

2003 7/26 平成 15 年宮城県北部連続地震
（M6.4）

宮城県を中心に住家全壊 1,276 棟等の被害。地震前から続
いた雨により土砂災害も発生。文化財等 8 件、社会教育・
体育・文化施設等 57 施設が被災。

火災 洪水台風 豪雨 地震 戦争凡 例 文化財関係者・団体の動向★
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1
年
3
月
11
日
に
発
生
し

た
大
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
た
東
北

の
街
を
見
て
「
ま
る
で
戦
後
の
焼
け

野
原
の
よ
う
だ
」
と
評
す
る
記
事
を

何
度
か
見
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
表
現
が
妥
当
で
あ
る
と
す
る
と
、

戦
後
生
ま
れ
が
殆
ど
の
今
の
日
本
人

に
と
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
は
初
め

て
直
面
す
る
未
曽
有
の
大
災
害
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
文
化

庁
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
「
被
災
文
化

財
等
救
援
委
員
会
」
の
岩
手
県
担
当

と
な
っ
た
東
京
国
立
博
物
館
保
存
修

復
課
長 

神か
ん
ば
の
ぶ
ゆ
き

庭
信
幸
先
生
に
連
れ
ら

れ
て
、
発
災
直
後
に
陸
前
高
田
市
に

入
っ
た
筆
者
が
目
に
し
た
の
は
、
海

の
中
に
浮
か
ぶ
民
家
の
瓦
屋
根
、
市

街
地
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
大
型
漁
船

と
い
う
異
様
な
光
景
で
し
た
。
橋
や

線
路
な
ど
の
人
工
物
は
全
て
破
壊
さ

れ
、
目
に
入
る
も
の
と
い
え
ば
瓦
礫

と
雑
草
と
水
溜
り
、
そ
し
て
ひ
し
ゃ

げ
て
積
み
重
な
っ
た
車
の
山
で
し

た
。

　

全
国
で
被
害
に
あ
っ
た
文
化
施
設

は
全
3‌

3‌

9‌

7
館(

文
化
庁
H‌

P
よ

り)

。
そ
れ
ぞ
れ
の
悲
劇
は
筆
舌
に

尽
く
し
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
が
、
中
で
も
当
機
構
が
支
援
に

あ
た
っ
た
陸
前
高
田
市
立
博
物
館

は
、
当
時
の
館
長
を
は
じ
め
職
員
が

ほ
ぼ
全
員
亡
く
な
る
な
ど
、
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
同
館
は

岩
手
県
第
一
号
の
公
立
総
合
博
物

館
。地
元
の
豊
か
な
自
然
史
資
料
や
、

漁ぎ
ょ
ろ
う
よ
う
ぐ

撈
用
具
、
古
文
書
や
地
元
作
家
の

美
術
作
品
な
ど
、
東
北
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
網
羅
す
る
博
物
館
で
し

た
。
収
蔵
資
料
の
3
分
の
2
が
奇
跡

的
に
レ
ス
キ
ュ
ー
さ
れ
た
の
は
、
同

館
が
海
を
背
に
し
て
建
っ
て
い
た
た

め
、
引
き
波
で
戻
さ
れ
た
資
料
を
博

物
館
の
後
壁
が
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
た
か
ら
だ
と
、
同
館
学
芸
員
（
当

時
）
の
熊
く
ま
が
い
ま
さ
る

谷
賢
先
生
は
仰
い
ま
す
。

そ
の
姿
は
ま
る
で
、「
父
親
が
大
き

な
背
中
で
波
か
ら
子
供
を
守
っ
て
い

る
よ
う
だ
っ
た
」
と
い
う
言
葉
が
今

で
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
当
機
構
は
東
京
国
立
博
物

館
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
閉
校
に
な
っ

た
山
の
中
の
小
学
校
に
避
難
さ
せ
た

被
災
資
料
の
調
査
や
修
理
設
計
に
協

力
し
、
そ
の
後
「
安
定
化
処
理
」
と

言
わ
れ
る
修
復
作
業
に
も
従
事
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
陸
前
高
田
の
応
援
に
駆

け
付
け
た
組
織
は
一
つ
や
二
つ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
国
立
文
化
財
機
構
、

国
立
大
学
研
究
機
構
、
全
国
美
術
館

会
議
、
日
本
博
物
館
協
会
、
国
立
国

会
図
書
館
な
ど
、
全
国
の
関
連
機
関

が
手
を
差
し
伸
べ
ま
し
た
（
頁
19
参

照
）。
ま
た
ご
遺
体
捜
査
の
一
環
と

し
て
、
館
内
の
重
い
資
料
を
運
び
出

し
て
く
れ
た
自
衛
隊
の
英
断
も
特
筆

す
べ
き
こ
と
で
し
た
。
こ
う
し
て
救

出
さ
れ
た
被
災
資
料
の
安
定
化
処
理

作
業
は
、
国
庫
補
助
金
の
支
援
を
受

け
、
令
和
７
年
の
今
日
も
続
い
て
い

ま
す
。

　

発
災
か
ら
14
年
、
当
時
の
様
子
は

す
で
に
様
々
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
場
で
は
、
幾
多
の
困
難

を
乗
り
越
え
て
新
し
い
博
物
館
を
設

立
し
た
陸
前
高
田
市
立
博
物
館
に
注

目
し
、
復
興
に
か
け
た
想
い
や
地
域

の
方
々
と
の
つ
な
が
り
、
未
来
へ
の

展
望
な
ど
を
関
係
者
に
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。同
館
の
取
り
組
み
が
、

現
在
復
興
に
向
け
て
努
力
を
重
ね
て

い
る
熊
本
や
能
登
の
関
係
者
、
ま
た

地
域
の
宝
を
愛
す
る
す
べ
て
の
人
た

ち
へ
、
今
後
の
指
針
と
な
る
よ
う
お

伝
え
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

 （
N‌

P‌

O‌

J‌

C‌

P‌

事
務
局
長  

八
木
三
香
）

陸前高田市立博物館
東日本大震災と

り く ぜ ん た か た し り つ は く ぶ つ か ん

ひ が し に ほ ん だ い し ん さ い と

は
じ
め
に

　

高
田
松
原
の
７
万
本
の
松
が
奇
跡
の

一
本
松
を
残
し
て
す
べ
て
失
わ
れ
て
し

ま
う
と
い
う
象
徴
的
な
出
来
事
か
ら
間

も
な
く
14
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
の
間
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
博
物
館
を
始
め
と
し
て
四
つ
の
文
化

施
設
か
ら
の
資
料
の
救
出
と
将
来
に
つ

な
げ
る
た
め
の
処
理
活
動
が
全
国
か
ら

の
支
援
に
よ
り
続
け
ら
れ
て
き
た
。
そ

し
て
、
図
書
館
の
復
興
に
続
い
て
令
和

４
年
11
月
５
日
、
待
望
の
博
物
館
が
海

と
貝
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
一
体
化
す
る

形
で
開
館
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の

喜
び
は
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
も
の
が
あ

る
。

　

震
災
発
生
か
ら
約
一
か
月
後
の
４
月

12
日
か
ら
３
か
月
、
被
災
し
た
博
物
館

で
の
活
動
を
記
録
し
た
黒
い
手
帳
を
し

ば
ら
く
ぶ
り
で
め
く
っ
て
見
る
と
、
ひ

た
す
ら
に
瓦
礫
の
中
か
ら
の
資
料
の
救

出
作
業
に
当
た
っ
て
い
た
日
々
が
よ

み
が
え
っ
て
来
た
。
そ
の
中
で
、
全
国

か
ら
救
出
活
動
に
参
加
さ
れ
た
方
々
か

大
正
２
年
岩
手
師
範
学
校
を
卒
業
し
、

二
校
目
に
地
元
広
田
尋
常
高
等
小
学
校

に
主
席
訓
導
と
し
て
在
職
し
、
勤
務
の

傍
ら
、
岩
手
教
育
会
気
仙
支
部
機
関
紙

「
教
育
の
曙し
ょ
こ
う光

」
を
発
行
、
折
か
ら
の

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
影
響
を
受
け
気

仙
の
教
育
の
革
新
運
動
の
中
心
的
な
活

躍
を
し
て
い
た
。
や
が
て
、
三
陸
の
海

辺
の
小
学
校
長
と
な
る
が
、
退
職
し
上

京
、
社
会
教
育
研
究
所
で
の
研
修
参
加

の
後
、
日
本
青
年
館
勤
務
と
な
り
、
や

が
て
日
本
青
年
館
総
務
部
長
と
な
り
、

日
本
青
年
団
活
動
の
中
心
的
指
導
者
と

な
っ
た
方
で
あ
る
。「
熊
谷
辰
治
郎
全

集
」
の
中
に
、「
考
え
て
欲
し
い
郷
土

館
」（
昭
和
12
年
刊
行
）
の
一
文
を
発
見
、

教
師
の
仕
事
以
外
に
も
様
々
な
活
動
を

展
開
し
て
お
り
、
博
物
学
者
鳥と

ば羽
源げ
ん
ぞ
う藏

が
小お
と
も友
尋
常
高
等
小
学
校
に
勤
務
し
な

が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
を
行
っ
て
い
た

自
宅
を
訪
問
し
指
導
を
受
け
て
お
り
、

そ
の
時
の
様
子
を
文
中
で
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

ら
、「
昭
和
30
年
代
は
じ
め
に
ど
の
よ

う
な
背
景
が
あ
っ
て
、
東
北
公
立
登
録

博
物
館
第
一
号
が
開
館
さ
れ
た
の
か
」、

美
術
関
係
者
の
間
か
ら
「
陸
前
高
田
に

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
大
量
の
美
術
品
が
所

蔵
さ
れ
て
い
た
の
か
」
と
い
う
二
つ
の

質
問
が
た
び
た
び
あ
っ
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
た
。
改
め
て
、
ま
と
め
て
み
た

い
と
思
う
。

東
北
公
立
登
録
博
物
館
第
一
号

誕
生
秘
話

　

昭
和
34
年
１
月
１
日
は
、
公
立
博
物

館
登
録
東
北
第
一
号
が
開
館
し
た
記
念

す
べ
き
日
で
あ
る
。
私
は
、
震
災
前
を

含
め
て
、
か
ね
て
か
ら
、
そ
の
背
景
に

つ
い
て
ま
と
め
た
い
と
思
い
続
け
て
い

た
の
で
あ
る
。
震
災
前
の
あ
る
日
、
在

京
の
大
学
教
授
の
来
訪
を
受
け
、
本
市

出
身
の
熊く
ま
が
い
た
つ
じ
ろ
う

谷
辰
治
郎
を
知
る
こ
と
と

な
っ
た
。
教
授
は
「
熊
谷
辰
治
郎
全
集
」

の
編
集
発
行
に
携
わ
れ
た
方
で
あ
っ

た
。
熊
谷
辰
治
郎
は
明
治
25
年
生
ま
れ
、

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
14
年

―
改
め
て
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
の
意
義
を
考
え
る
―

右）被災直後の陸前高田市立博物館左）新設された博物館

元
陸
前
高
田
市
立
博
物
館
長

本
多 

文
人
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スーダン
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エチオピア
ソマリア

イエメン

オマーン
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イラク

イラン

トルコ

ロシアブルガリア

イタリア

マルタ

アルバニア
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タジキスタン
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アフガニスタン

パキスタン

アゼルバイジャン
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シリア

キプロスキプロス

レバノン

ヨルダン
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カザフスタン カザフスタン

アラブ首長国連邦
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クウェートクウェート

クウェートクウェート
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中東
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1/7,279,000
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エルサレム

カイロ
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エスキ・モースル遺跡群

カーネム・アル・アリ

ハムリン遺跡郡

ハディーサ遺跡郡

ウム・カイス
イラク

シリア
レバノン

ヨルダンイスラエル

パレスチナパレスチナ

テヘラン

バグダッド

ベイルートベイルート
ダマスカス

アンマンエルサレム

カイロ

バビロン

チョガ・ザンビル

ドゥーマト・アッ＝ジャンダル

タイマ

ティールティール

ニネヴェ

ニムルドモースル

エスキ・モースル遺跡群
テル・タバン

カーネム・アル・アリ

ハムリン遺跡群

ハディーサ遺跡群

キシュウム・カイス
アッタール

西南沙漠遺跡群

図 1　国士舘大学発掘調査遺跡

●…国士舘大学
　　発掘調査遺跡
●…関連遺跡
●…首都

凡例

　“人類最古の古代メソポタミア文明 ” は何故砂漠地帯に起こったか？　誰しもが１度

は思った疑問である。

　それは砂漠地帯にチグリス、ユーフラテス川を引き込んで、麦や豆の作物を栽培し、

多くの人々を養うことを可能にしたからである。そうして多様化していった生業が遺産と

して護られ、受け継がれ、人々はその文化遺産から新たな生き方を学ぶ。

はじめに

 　

イ
ラ
ク
戦
争
が
始
ま
る
３
ヶ
月
前
、
米
国
の
シ

カ
ゴ
大
学
教
授
Ｍ
・
ギ
ブ
ソ
ン
か
ら
、
メ
ー
ル
が

届
き
、
イ
ラ
ク
国
立
博
物
館
を
護
る
よ
う
ア
メ
リ

カ
政
府
に
進
言
す
る
の
で
、
あ
な
た
も
同
意
す
る

な
ら
ば
そ
の
連
署
を
ブ
ッ
シ
ュ
米
国
大
統
領
に
提
出

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
メ
ー
ル
は
メ
ソ
ポ

タ
ミ
ア
考
古
学
を
研
究
す
る
調
査
団
長
等
へ
送
ら

れ
た
。
し
か
し
そ
の
願
い
も
叶
わ
ず
、
イ
ラ
ク
戦

争
が
２
０
０
３
年
３
月
20
日
に
始
ま
っ
た
。

　

２
０
０
３
年
４
月
５
日
、米
軍
は
首
都
バ
グ
ダ
ッ

ド
へ
進
軍
。

　

２
０
０
３
年
４
月
10
日
夕
刻
、
暴
徒
が
イ
ラ
ク

博
物
館
へ
乱
入
。

　

そ
し
て
イ
ラ
ク
博
物
館
の
至
宝
17
万
点
が
略
奪

さ
れ
た
と
報
道
さ
れ
た
（
写
真
１
）。

　

略
奪
は
２
０
０
３
年
４
月
10
日
～
13
日
の
出
来

事
だ
っ
た
。
イ
ラ
ク
国
立
博
物
館
で
暴
徒
が
学
芸

員
に
追
い
払
わ
れ
て
い
る
場
面
が
ニ
ュ
ー
ス
に
出
た

と
き
は
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
発
掘
さ
れ
た
遺
物
は
、

登
録
さ
れ
、
収
納
さ
れ
、
ま
た
展
示
さ
れ
て
、
皆

に
感
動
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の

だ
が
、
一
晩
で
多
く
の
至
宝
が
略
奪
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。

　

２
０
０
３
年
４
月
13
日
、
よ
う
や
く
米
軍
は
イ

ラ
ク
博
物
館
の
警
護
を
開
始
し
た
が
、
戦
争
中
と

い
う
不
安
定
の
中
で
今
度
は
盗
掘
が
イ
ラ
ク
各
地

で
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
写
真
４
）。

　

私
は
１
９
７
２
年
10
月
に
初
め
て
イ
ラ
ク
西
南

沙
漠
ア
ッ
タ
ー
ル
洞
窟
の
発
掘
調
査
に
参
加
し
て

か
ら
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
の
歴
史
を
学
ぶ
と
同

時
に
近
年
の
戦
争
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
。

近
年
の
中
東
の
戦
争
と
我
々
の
発
掘
調
査
を
た

ど
っ
て
み
る
と
、　

表
１
の
通
り
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
戦
争
の
中
で
、
文
化
遺
産
は
ど
の
よ

う
に
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
を
見
て
み
る
。

災
害
の
現
場
か
ら

文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー

写真 3）破壊された国立バスラ図書館

写真 2）破壊・略奪・放火されたイラク国立中央
　　　   図書館

写真 1）略奪されたイラク博物館の登録遺物

1980 年 3月～ 88 年
　サダム・フセイン政権下でのイラク・イラン戦争
とその後８年間の戦争。
　ハムリンダム建設に伴う遺跡群救済の発掘調査、
ハディーサ水没遺跡群、エスキ・モースル水没遺跡群、
アイン・シャイヤ、ドカキン遺跡

1989 ー 1990 年
　第１次キシュ遺跡発掘調査

2000 年 8月
　イラク、クウェート侵攻。湾岸戦争勃発

2000 年 11 月　第２次キシュ発掘調査

2001 年 9月　第３次の発掘調査

2003 年 3月　イラク戦争勃発

2016 年
　イスラム国 (IS) による中東の混乱と文化遺産破壊

2020 年　世界的コロナウィルス拡散

2023 年　イスラエル・パレスチナ戦争

表 1　中東戦争と発掘調査

イ
ラ
ク
戦
争
と
文
化
遺
産

中
東
の
戦
争
・
紛
争
の
中
で
の

文
化
遺
産
研
究

NPO 法人文化財保存支援機構 理事、国士舘大学 名誉教授。
1974 年 7 月より国士舘大学 法学部比較法制研究所 助手を経て、1976
年 4 月から国士舘大学 イラク古代文化研究所に勤務。1995 年～ 2018
年 同研究所教授。長年にわたりイラク、ヨルダンでの発掘調査や文化遺
産保護に携わる。
2018 年 3 月に国士舘大学退職後、同年 6 月より現職。

松本 健（まつもと けん）

松
まつもと

本  健
けん

NPO 法人文化財保存支援機構理事、国士舘大学名誉教授
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